（Ｈ24年6月）

· 埼玉労働局の大卒「スカウト求人」に注目です！
大卒の就職内定率は、円高の影響や国内産業の空洞化といった先行きの不透明感から、昨年の10/1時点で59.9％と、一昨年の57.6％に次ぐ低調な数字となり、就職超氷河期の再来を予感させる展開となりましたが、最終的に今年の4/1時点の就職率は93.6％（一昨年91.0％）とかなり盛り返した結果となりました。

行政サイドも就職率をアップさせる取り組みをいろいろ行ってきましたが、今回、埼玉労働局の「スカウト求人」の取り組みによって、応募した学生188人のうち62人が内定に結びつき、約3人に1人という好結果を残しました。
ここで「スカウト求人」と呼ばれる就職支援のしくみを解説します。

1 まず、埼玉労働局と埼玉県内に学部を持つ大学が連携し、同労働局のホームページ上に各大学へのリンクを貼り、まだ内定が決まっていない（？）学生の個人情報（学部、専攻、希望職種・勤務地、資格、本人による自己アピール、指導教員のコメントなど）を閲覧できるようにします。（学生情報の登録・更新などの管理はすべて各大学が行う）

2 それを見た中小企業の採用担当者がその学生と接触したいと思った場合には、学生が所属する大学の就職課に連絡します。
3 それと同時にその学生に対して求人票を送付して本人からの応募を待ちます。
23年度の参加大学は、埼玉工業大学、東京電機大学理工学部・理工学研究科、日本工業大学、ものつくり大学、東洋大学理工学部の５大学でした。今年３月末時点での応募・内定状況によりますと、個人情報を掲載した学生数1,008人に対して製造業をはじめとする中小企業からの問合せは434件とのことで、その中から上記のような応募者と内定者が生まれたことになります。この好結果を受け、24年度の参加大学は埼玉大学を加えた６大学となり、今年の９～10月頃を目途に各大学が学生情報を順次掲載していく予定とのことです。
このような取り組みが成功した背景には、いくつかの要因が浮かび上がってきます。

1 学生の「就活」疲れ

学生1人あたり50～100社程度応募し、書類選考で落とされたり、数々のステップを踏んでやっと面接にたどり着いても結局は内定をもらえず、自己嫌悪に陥ってしまうくらいの状況の中で、中小企業とはいえ会社からスカウトされる気分は決して悪いものではないと思われます。
2 優良な中小企業を発見する難しさ
中小企業約430万社（日本の企業数の約99.7％）の中から自分が行きたいと思う会社を探し出す作業は困難を極めるため、逆に会社からアプローチしてもらったほうがよいと感じるのではないでしょうか。また、大学の就職課を経由することで安心感が生まれます。

3 会社の採用コストの削減
労働局という公的な機関のホームページを介して応募学生の個人情報（特に自己アピールや指導教員のコメント）を閲覧できるため、コストをかけずにピンポイントで採用活動ができます。

　今回の埼玉労働局の取り組みは、学生に対しては大企業だけでなく優良な中小企業へも目を向けてもらうキッカケとして、また、優良な中小企業には優秀な人材を容易に確保できる有効な手段と評価されますので、今後全国の労働局でも順次展開してみる価値は十分にあるといえるでしょう。　（工藤克己）
